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録
＝
５
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熱
血
政
治
家
、
中
野
正
剛

先
生
を
顕
彰
す
る
「
中
野
正

剛
先
生
顕
彰
祭
」
が
昨
年
十

月
二
十
四
日
、
福
岡
市
中
央

区
今
川
一
丁
目
、
鳥
飼
八
幡

宮
境
内
の
中
野
先
生
の
銅
像

前
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
の

主
催
。
同
会
会
員
は
じ
め
福

岡
市
議
会
の
「
玄
洋
社
に
政

治
を
学
ぶ
議
員
の
会
」会
員
、

初
参
加
の
方
々
な
ど
約
五
十

人
が
参
列
し
た
。

　

銅
像
の
前
で
、
同
八
幡
宮

の
山
内
勝
二
郎
宮
司
を
祭
主

に
式
典
の
神
事
が
厳
か
に
進

め
ら
れ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
同
会
の
吉

村
剛
太
郎
理
事
長
は
、
月
刊

総
合
雑
誌
の
対
談
を
読
ん

で
、
中
野
先
生
は
日
中
問
題

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
た
、
と
し
て
「
中

野
先
生
は
、
自
分
は
政
治
家

と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
、

政
治
家
と
し
て
の
責
任
を
考

え
て
い
た
と
思
う
。
こ
れ
は

現
在
の
政
治
の
世
界
に
も
通

じ
る
考
え
と
い
え
る
」
と
中

野
先
生
の
政
治
家
と
し
て
の

姿
勢
を
た
た
え
た
。

　

式
典
の
後
、
会
場
を
八
幡

宮
参
集
殿
に
移
し
、直
会（
な

お
ら
い
）
が
開
か
れ
た
。

　

前
玄
洋
社
記
念
館
理
事
、

浅
野
秀
夫
氏
の
元
玄
洋
社
記

念
館
理
事
長
、
故
妹
尾
憲
介

氏
の
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
に
ま
つ

わ
る
講
話
の
後
、
懇
談
に
移

っ
た
。
出
席
者
は
中
野
先
生

や
高
場
乱
、
玄
洋
社
先
覚
に

つ
い
て
な
ど
語
り
合
っ
た
。

　

中
野
先
生
は
明
治
十
九
年

二
月
十
二
日
、
福
岡
市
西
湊

町
、
現
在
の
中
央
区
荒
戸
一

丁
目
十
番
で
生
ま
れ
た
。

　

こ
と
し
は
生
誕
百
三
十
年

の
節
目
の
年
に
当
た
る
。
中

野
先
生
の
偉
業
に
改
め
て
目

を
向
け
る
よ
い
機
会
で
あ

る
。
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（
前
号
よ
り
続
く
）

　

従
っ
て
「
御
先
規
に
外
れ
候
と
申
す
訳
も
、
こ
れ
あ
る

ま
じ
く
存
じ
奉
り
候
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
さ
さ
か

「
白
馬
は
馬
に
あ
ら
ず
」
に
類
す
る
詭
弁
（
き
べ
ん
）
だ

が
一
理
あ
る
。

　

で
は
開
国
の
場
合
の
得
失
は
ど
う
か
。
ア
メ
リ
カ
に
通

商
を
許
可
し
た
な
ら
ば「
オ
ロ
シ
ャ
」「
ア
ン
ゲ
リ
ヤ
」「
フ

ラ
ン
ス
」
も
開
国
を
要
求
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
場
合
は
相
手
を
見
て
方
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ロ
シ
ア
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
年
）
に
レ
ザ
ノ

フ
が
開
国
の
使
節
と
し
て
長
崎
に
や
っ
て
き
た
。

　
「
オ
ロ
シ
ャ
儀
は
先
年
、
使
節
レ
ザ
ノ
ッ
ト
罷
越
（
ま

か
り
こ
し
）
候
節
、
御
不
都
合
の
御
取
計
ら
い
に
て
御
外

聞
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
」

　

と
幕
府
の
扱
い
を
批
判
し
て
い
る
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ

に
通
商
を
許
し
た
な
ら
ば
ロ
シ
ア
が
開
国
を
要
求
し
て
く

る
前
に
ア
メ
リ
カ
同
様
、
許
可
を
す
る
こ
と
が
順
当
で
あ

る
と
長
溥
は
い
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
は

許
可
を
し
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
。
こ
の
両
国
は
ア
ジ
ア
の

国
々
を
盛
ん
に
侵
略
し
て
お
り
表
裏
の
あ
る
ず
る
い
国
で

あ
る
か
ら
付
き
合
わ
な
い
方
が
よ
い
。

　

し
か
し
、
開
国
を
許
可
し
な
け
れ
ば
武
力
に
訴
え
て
く

　

頭
山
満
翁
は
じ
め
玄
洋
社

物
故
者
の
慰
霊
祭
が
昨
年
十

月
四
日
、
玄
洋
社
墓
地
が
あ

る
福
岡
市
博
多
区
千
代
四
丁

目
の
崇
福
寺
本
堂
で
齋
行
さ

れ
た
。

　

一
般
財
団
法
人
明
道
会

（
山
崎
拓
理
事
長
）
の
主
催

で
、
同
日
は
約
二
十
人
が
参

列
し
た
。

　

祭
壇
に
頭
山
翁
の
木
彫
座

像
が
安
置
さ
れ
た
本
堂
で
同

寺
の
岩
月
海
洞
住
職
を
導
師

に
般
若
心
経
の
読
経
が
あ

り
、
遺
族
代
表
、
頭
山
晋
太

郎
氏
（
頭
山
翁
の
曾
孫
）
ら

参
列
者
が
焼
香
し
て
物
故
者

を
慰
霊
し
た
。

　

山
崎
理
事
長
は
挨
拶
で
、

前
日
に
同
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
十
三
回
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

福
岡
大
会
」
に
触
れ
、
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
き
の
う
、
全
国
か
ら
三

十
二
の
藩
校
の
関
係
者
が
福

岡
に
集
合
し
た
。
当
寺
に
は

（
藩
校
・
修
猷
館
＝
現
、
修

猷
館
高
校
＝
を
開
設
し
た
）

黒
田
藩
・
黒
田
家
の
墓
地
が

あ
り
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
は
き

ょ
う
参
拝
す
る
だ
ろ
う
。
昨

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で

黒
田
藩
の
藩
祖
、
黒
田
官
兵

衛
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、

玄
洋
社
は
黒
田
藩
の
流
れ
を

く
む
。
い
ま
、
各
方
面
か
ら

玄
洋
社
を
再
評
価
す
る
声
が

聞
か
れ
る
。
本
日
、
参
加
の

皆
様
に
は
今
後
も
玄
洋
社
の

偉
業
伝
承
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
」

　

参
列
者
に
は
、
玄
洋
社
と

イ
ン
ド
独
立
運
動
に
関
す
る

資
料
な
ど
が
配
布
さ
れ
た
。

　

な
お
、
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、

藩
校
教
育
の
精
神
を
次
代
に

生
か
す
こ
と
を
目
的
に
す

る
。
藩
主
の
子
孫
ら
も
参
加

し
て
、
記
念
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

立
つ
位
置
に
移
設
さ
れ
た
。

　

参
道
に
並
ん
で
い
た
土
産

店
は
整
理
さ
れ
、
境
内
に
新

し
い
店
舗
が
登
場
し
た
。
一

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
、
黒
田
官
兵
衛
の
ブ
ー
ム

に
あ
や
か
っ
た
「
官
兵
衛
ま

ん
じ
ゅ
う
」
が
新
名
物
に
な

っ
て
い
る
。

　

山
門
は
慶
長
年
間
に
建
造

さ
れ
た
筑
前
黒
田
藩
・
福
岡

城
本
丸
の
表
門
。
大
正
六
年

十
一
月
、
崇
福
寺
に
移
築
さ

れ
翌
年
四
月
に
落
成
し
た
。

福
岡
県
の
有
形
文
化
財
。

　

崇
福
寺
の
山
門
周
辺
の
景

観
整
備
が
行
わ
れ
、
装
い
が

一
新
し
た
。

　

従
来
、
人
と
車
が
一
緒
に

通
っ
て
い
た
道
路
か
ら
山
門

ま
で
の
参
道
は
、
車
の
通
る

道
が
塀
で
分
け
ら
れ
、
双
方

が
通
り
や
す
く
な
っ
た
。

　

参
道
も
き
れ
い
な
石
畳
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
灯
籠
が
設

置
さ
れ
た
。
山
門
の
横
に
あ

っ
た「
頭
山
満
先
生
之
墓
所
」

の
石
柱
は
、
道
路
沿
い
の
目

〈7〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

慰
霊
祭
を
齋
行

頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋
社
物
故
者

山
門
周
辺
が
一
新

明道会

厳
か
に
齋
行
さ
れ
た
慰
霊
祭
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る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
に

通
商
を
許
可
し
た
お
礼
と
し
て
英
仏
の
打
ち
払
い
を
命
ず

れ
ば
よ
い
。「
こ
れ
す
な
わ
ち
異
国
を
以
て
異
国
を
制
し

皇
国
の
兵
を
損
せ
ざ
る
上
策
に
御
座
候
」

　

こ
う
し
た
こ
と
は
通
商
許
可
に
伴
う「
小
害
」で
あ
る
。

開
国
拒
否
、
打
ち
払
い
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
大
害
」
と
開

国
の
場
合
の
「
小
害
」
を
比
較
す
る
な
ら
ば
「
大
害
」
を

捨
て
て
「
小
害
」
を
取
る
べ
き
で
あ
る
―
と
い
う
の
が
長

溥
の
論
旨
で
あ
る
。
諸
侯
の
中
に
は
開
国
拒
否
、
打
ち
払

い
を
主
張
す
る
攘
夷
論
者
も
あ
り
、
そ
の
筆
頭
が
水
戸
の

徳
川
斉
昭
で
あ
っ
た
。

　

斉
昭
は
「
ペ
リ
ー
の
艦
隊
を
奇
襲
し
て
船
も
人
も
ぶ
ん

取
っ
て
し
ま
え
」
と
冗
談
か
本
気
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
閣
老
を
閉
口
さ
せ
て
い
た
。

　

長
溥
は
斉
昭
に
代
表
さ
れ
る
攘
夷
論
者
の
こ
と
も
十
分

考
慮
し
て
い
る
。
そ
れ
は
米
露
と
英
仏
の
取
り
扱
い
に
差

を
つ
け
ろ
と
い
う
論
旨
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
長
溥
の
本
意
で
は
な
く
攘
夷
論
者
に
開
国
の
や
む
な
き

こ
と
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

黒
田
長
溥
の
開
国
論
は
群
を
抜
い
た
卓
見
で
あ
り
、
そ

の
後
の
事
態
の
推
移
は
彼
が
予
見
し
た
通
り
で
あ
っ
た
。

　

長
溥
が
広
い
視
野
を
も
っ
て
情
勢
を
的
確
に
判
断
し
た

の
は
彼
自
身
の
素
質
と
筑
前
藩
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

長
溥
は
薩
摩
藩
主
・
島
津
重
豪
（
し
げ
ひ
ろ
）
の
第
九

子
で
あ
る
。
重
豪
は
薩
摩
人
ら
し
い
豪
快
な
気
風
を
も
っ

た
人
で
あ
っ
た
が
一
面
、
海
外
の
新
知
識
に
対
す
る
関
心

も
人
一
倍
強
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
も
学
ん
で
い
て
シ
ー

ボ
ル
ト
が
重
豪
に
は
じ
め
て
会
っ
た
時
「
こ
の
高
貴
な
老

人
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
少
し
話
し
た
」
と
驚
い
て
い
る
。

　

重
豪
の
三
女
・
茂
姫
は
十
一
代
将
軍
家
斉（
い
え
な
り
）

の
夫
人
で
、
重
豪
は
将
軍
の
岳
父
で
あ
っ
た
か
ら
江
戸
高

輪
の
藩
邸
は
ご
機
嫌
伺
い
の
訪
客
引
き
も
き
ら
ず
高
輪
下

馬
将
軍
の
異
名
が
あ
っ
た
。�

（
こ
の
項
続
く
）

向
き
は
多
い
が
、
そ
の
考
え

は
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
、

と
語
っ
た
。

　

司
書
公
ゆ
か
り
の
犬
鳴
御

別
館
跡
が
あ
る
福
岡
県
宮
若

市
に
伝
わ
る
「
若
宮
司
書
太

鼓
」
は
、
勇
壮
な
、
あ
る
い

は
物
悲
し
い
音
を
聞
か
せ
て

追
悼
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
勤
め
が
あ
る

の
で
休
日
し
か
来
演
で
き
な

い
。
前
年
の
追
悼
会
は
土
曜

日
で
、
二
十
三
年
ぶ
り
の
演

奏
が
実
現
。
今
回
は
日
曜
日

で
、
二
年
連
続
の
来
演
が
か

な
っ
た
。

き
こ
の
日
も
来
演
し
た
。

　

喜
納
浩
一
住
職
の
読
経
に

続
い
て
焼
香
が
行
わ
れ
た
。

司
書
公
の
姿
を
描
い
た
掛
け

軸
と
木
彫
像
が
安
置
さ
れ
た

祭
壇
に
参
列
者
の
長
い
列
が

で
き
た
。
続
く
清
興
で
筑
前

琵
琶
旭
会
代
師
範
、
米
村
旭

翔
師
が
「
加
藤
司
書
」
を
献

奏
、
尺
八
琴
古
流
明
暗
流
会

員
が「
虚
空
鈴
慕
」を
献
笛
、

筑
前
今
様
道
場
宰
都
館
会
員

が
「
加
藤
司
書
公
」
を
献
吟

し
た
。

　

毎
回
、
興
味
深
い
話
を
聞

か
せ
て
く
れ
る
明
治
維
新
史

学
会
会
員
、
力
武
豊
隆
さ
ん

の
今
回
の
卓
話
は
「『
乙
丑

の
獄
』
は
な
ぜ
起
き
た
の

か
？
」。
藩
主
、
黒
田
長
溥

公
を
勤
皇
派
だ
っ
た
と
見
る

（
福
岡
市
博
多
区
御
供
所
町

一
一
）
で
齋
行
さ
れ
た
。　

　

昨
年
は
、
司
書
公
の
百
五

十
回
忌
に
当
た
る
た
め
、
例

年
の
追
悼
会
を
上
回
る
二
百

人
近
い
人
が
参
列
し
た
。「
若

宮
司
書
太
鼓
」
は
前
年
に
続

　

福
岡
藩
の
勤
皇
派
弾
圧
事

件
「
乙
丑
（
い
っ
ち
ゅ
う
）

の
獄
」
で
犠
牲
に
な
っ
た
家

老
、
加
藤
司
書
公
と
勤
皇
党

藩
士
の
追
悼
会
が
司
書
公
の

命
日
に
当
た
る
昨
年
十
月
二

十
五
日
、
菩
提
寺
の
節
信
院

勤
皇
党
諸
烈
士
を
追
悼

司
書
太
鼓
こ
と
し
も
来
演

加
藤
司
書
公
150
回
忌

節信院

演
奏
す
る
「
若
宮
司
書
太
鼓
」

卓
話
を
す
る
力
武
豊
隆
さ
ん

司書公の肖像画と木彫像が安置された祭壇で焼香する参列者
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福
岡
市
の
博
多
港
か
ら
北

西
約
十
八
㌔
の
洋
上
に
浮
か

ぶ
周
囲
四
㌔
の
玄
界
島
（
福

岡
市
西
区
）
に
福
岡
藩
勤
皇

の
烈
士
、
堀
六
郎
と
齋
田
要

七
の
墓
が
あ
る
。
昨
年
の
秋

の
彼
岸
に
は
、
島
の
自
治
会

の
手
で
墓
前
に
花
が
供
え
ら

れ
て
い
た
。
一
昨
年
も
そ
う

だ
っ
た
。
墓
は
島
の
人
た
ち

が
守
り
続
け
て
い
る
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

八
月
十
八
日
の
政
変
で
京
都

を
追
わ
れ
、
福
岡
県
の
太
宰

府
に
在
っ
た
攘
夷
派
の
「
五

卿
」
を
、
慶
応
二
年
（
一
八

六
六
）
四
月
、
徳
川
幕
府
が

大
坂
に
移
そ
う
と
し
た
際
に

堀
、
齋
田
の
二
人
は
こ
れ
を

拒
み
、
そ
の
た
め
に
玄
界
島

に
流
刑
に
な
っ
て
同
年
七
月

九
日
、
島
の
北
側
の
大
浜
で

斬
首
さ
れ
た
。

　

二
烈
士
の
墓
は
、
玄
界
島

の
渡
船
場
か
ら
右
回
り
に
三

分
ほ
ど
歩
い
た
所
の
島
の
納

骨
堂
の
敷
地
内
の
一
角
に
あ

る
。
一
基
の
石
塔
に
二
人
の

名
が
並
ん
で
刻
ま
れ
て
い

る
。
そ
ば
に
は
、
頭
山
満
翁

と
廣
田
弘
毅
先
生
の
署
名
が

入
っ
た
石
の
手
洗
い
鉢
が
あ

が
、
大
正
元
年
、
頭
山
翁
、

進
藤
喜
平
太
、
平
岡
良
助
、

宮
川
太
一
郎
、安
川
敬
一
郎
、

島
養
三
郎
ら
玄
洋
社
先
覚
と

崇
福
寺
（
福
岡
市
博
多
区
千

代
＝
玄
洋
社
墓
地
が
あ
る
）

の
玄
外
和
尚
ら
が
福
岡
本
土

に
面
し
た
南
側
に
移
し
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
、
納
骨
堂

の
建
設
を
機
に
島
の
人
々
は

二
烈
士
の
墓
も
納
骨
堂
の
敷

地
内
に
移
し
た
。

　

玄
洋
社
は
二
烈
士
の
慰
霊

を
終
戦
ま
で
行
っ
た
。
昭
和

三
十
二
年
八
月
七
日
、
玄
洋

社
記
念
館
創
設
者
の
進
藤
一

馬
先
生
が
復
活
さ
せ
、
亡
く

な
る
二
年
前
の
平
成
二
年
ま

で
続
け
ら
れ
た
。

　

福
岡
県
か
ら
の
初
の
総
理

大
臣
で
玄
洋
社
員
、
廣
田
弘

毅
先
生
の
母
校
で
も
あ
る
旧

福
岡
市
立
大
名
小
学
校
の
跡

地
利
用
問
題
で
、
堤
田
寛
・

福
岡
市
議
（
玄
洋
社
に
政
治

を
学
ぶ
議
員
の
会
会
員
）
が

昨
年
九
月
十
五
日
の
市
議
会

で
一
般
質
問
に
立
ち
「
百
四

十
年
と
い
う
学
校
の
歴
史
を

踏
ま
え
先
人
の
足
跡
を
未
来

に
伝
え
つ
な
い
で
い
く
こ
と

は
重
要
だ
と
思
う
が
」
と
、

跡
地
利
用
に
当
た
っ
て
の
市

の
視
点
を
質
し
た
。

　

同
校
は
周
辺
校
の
舞
鶴
、

　

福
岡
市
議
会
議
員
で
構
成

す
る
「
玄
洋
社
に
政
治
を
学

ぶ
議
員
の
会
」
の
、
平
成
二

十
七
年
統
一
地
方
選
を
受
け

て
の
新
陣
容
が
決
ま
っ
た
。

　

会
員
数
は
二
十
八
人
。
会

長
に
光
安
力
議
員
が
就
任
し

た
。
津
田
信
太
郎
議
員
が
引

き
続
き
事
務
局
を
担
当
す

る
。

　

前
期
限
り
で
市
議
を
引
退

し
た
前
会
長
の
妹
尾
俊
見
氏

（
玄
洋
社
記
念
館
理
事
）と
、

前
々
期
で
市
議
を
引
退
し
た

相
談
役
の
津
田
隆
氏
（
同
）

の
二
人
を
顧
問
に
迎
え
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
新
陣
容
で

最
初
の
総
会
と
記
念
講
演
会

を
開
催
し
た
。

　

同
学
ぶ
会
は
「
玄
洋
社
」

か
ら
政
治
の
本
質
、
真
の
政

治
を
学
ぼ
う
と
、
辛
亥
革
命

百
周
年
の
同
二
十
三
年
に
、

妹
尾
氏
と
津
田
氏
が
発
起
人

と
な
っ
て
発
足
し
た
。

簀
子
両
小
学
校
と
の
統
廃
合

で
一
昨
年
に
閉
校
。
玄
洋
社

記
念
館
理
事
で
昨
年
、
同
市

議
を
引
退
し
た
妹
尾
俊
見
氏

が
市
議
当
時
、
校
舎
を
活
用

し
て
福
岡
市
が
輩
出
し
た
先

人
の
事
績
を
伝
承
す
る
「
先

人
館
」
の
開
設
を
提
唱
し
て

い
た
。

　

堤
田
市
議
は
妹
尾
氏
の
後

継
者
で
、
妹
尾
氏
の
提
唱
を

引
き
継
い
だ
。「
先
人
館
」

の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

　

市
は
地
元
の
「
旧
大
名
小

学
校
跡
地
ま
ち
づ
く
り
構
想

検
討
委
員
会
」
の
意
見
や
市

民
の
意
見
を
聞
い
て
二
十
七

年
度
中
に
構
想
を
策
定
す

る
、
と
答
弁
し
た
。

る
。

　

先
祖
の
供
養
や
盆
、
彼
岸

の
お
参
り
、
戦
没
者
慰
霊
祭

な
ど
で
納
骨
堂
を
訪
れ
る
島

の
人
に
は
、
二
烈
士
の
墓
も

由
来
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
島
の
最
長
老
で
九
十
二

歳
ま
で
漁
に
出
て
、
タ
イ
の

一
本
釣
り
の
名
人
と
い
わ
れ

た
寺
田
宇
一
さ
ん
（
95
）
も

「
手
洗
い
鉢
に
頭
山
さ
ん
、

廣
田
さ
ん
の
名
が
書
い
て
あ

る
」
と
話
す
。

　

元
、
福
岡
市
営
渡
船
玄
界

航
路
の
船
長
だ
っ
た
上
田
勇

さ
ん
（
71
）
は
、
島
の
戦
没

者
遺
族
会
世
話
人
だ
っ
た
こ

ろ
、
毎
年
、
納
骨
堂
で
戦
没

者
慰
霊
祭
を
す
る
と
き
に
二

烈
士
の
供
養
も
行
っ
た
。
い

ま
か
ら
十
年
前
、
平
成
十
七

年
三
月
二
十
日
の
福
岡
県
西

方
沖
地
震
で
島
は
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
、
島
の
住
人
は

復
興
ま
で
の
三
年
間
、
福
岡

本
土
の
仮
設
住
宅
住
ま
い
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の

間
も
上
田
さ
ん
は
春
、
秋
の

彼
岸
、
盆
に
は
島
に
戻
り
二

烈
士
の
供
養
を
欠
か
さ
な
か

っ
た
。

　

二
烈
士
の
墓
は
、
二
烈
士

の
処
刑
後
、
島
の
北
側
の
処

刑
場
の
跡
に
建
立
さ
れ
た

守
り
続
け
る
島
の
人
た
ち

勤
皇
二
烈
士
の
墓

玄界島

花
が
供
え
ら
れ
た
堀
六
郎
、
齋
田
要
七
の
墓

渡
船
場
か
ら
見
た
玄
界
島

議
員
の
会

大
名
小
跡
の
利
用

堤
田
市
議
が
質
問

新
陣
容
決
ま
る
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賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
平
成
27
年
10
月
24
日
現

在
・
敬
称
略
）

平　成　二 十 八　年　 元  旦 

申

日
し
た
。
日
本
各
地
を
訪
れ

て
い
る
が
、
福
岡
市
で
は
、

支
援
を
受
け
た
玄
洋
社
員
の

訪
問
や
物
故
者
の
墓
参
に
多

く
の
時
間
を
割
き
、
絆
の
強

さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

当
時
の
西
職
人
町
（
現
、

中
央
区
舞
鶴
二
丁
目
）
の
玄

洋
社
訪
問
で
は
、
飾
ら
な
い

歓
待
に
満
足
の
表
情
を
浮
か

べ
、社
員
と
談
笑
し
て
い
る
。

　

本
紙
「
玄
洋
」
は
、
記
事

を
よ
り
読
み
や
す
く
す
る
た

め
本
号
、
平
成
二
十
八
年
一

月
一
日
付
百
二
十
三
号
か

ら
、
紙
面
の
文
字
を
大
き
く

し
ま
し
た
。
従
来
の
十
四
級

と
い
う
大
き
さ
の
活
字
か
ら

十
五
級
へ
の
変
更
で
、
文
字

の
一
辺
が
〇
・
二
五
ミ
リ
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
刊
新
聞
は
じ
め
各
種
印

刷
物
は
、
だ
れ
に
で
も
読
み

や
す
く
す
る
た
め
使
用
活
字

を
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、

本
紙
も
そ
の
必
要
性
を
感
じ

対
応
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
「
玄
洋
」
を
ご

愛
読
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

頭
に
し
た
玄
洋
社
の
物
心
両

面
に
わ
た
る
強
力
な
支
援
は

孫
文
と
玄
洋
社
の
間
に
強
い

絆
を
生
ん
だ
。

　

節
目
の
年
を
迎
え
て
、
国

内
の
孫
文
ゆ
か
り
の
地
で
追

憶
の
催
し
も
開
催
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
が
、
孫
文
支
援
を

通
じ
て
発
揮
さ
れ
た
玄
洋
社

の
ア
ジ
ア
の
開
放
、
近
代
化

に
向
け
た
情
熱
を
、今
、個
々

人
で
、
改
め
て
回
顧
す
る
の

も
意
義
深
い
こ
と
と
い
え

る
。

　

孫
文
は
一
九
一
一
年
の
辛

亥
革
命
成
功
後
、
一
三
年
、

革
命
成
功
報
告
の
た
め
に
来

箱
田　

慎
二　
　
（
寒
川
町
）

高
場　

康
幸　
　
（
古
賀
市
）

加
藤　

幸
子　
　
（　

同　

）

中
村　

佐
枝　
　
（
福
岡
市
）

永
島　

英
也　
　
（　

同　

）

山
崎　
　

拓　
　
（　

同　

）

吉
田　

慧
子　
　
（　

同　

）

堺　
　

弥
蔵　
　
（　

同　

）

酒
井　

智
堂　
（
鹿
児
島
市
）

速
開　

正
澄　
　
（
福
岡
市
）

進
藤　

邦
彦　
　
（　

同　

）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

小
石
原
淳
一　
　
（
福
岡
市
）

山
嵜　

泰
生　
（
那
珂
川
町
）

飯
盛　

利
弘　
　
（
志
免
町
）

廣
瀬
木
綿
子　
　
（
福
岡
市
）

飯
島　

健
児　
　
（
東
京
都
）

　

辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
中
国

近
代
化
の
幕
を
開
き
中
国
、

台
湾
で
「
国
父
」
と
慕
わ
れ

る
孫
文
は
、
一
八
六
六
年
十

一
月
十
二
日
の
生
ま
れ
で
、

こ
と
し
生
誕
百
五
十
年
を
迎

え
る
。
日
本
に
亡
命
し
革
命

運
動
に
奔
走
す
る
孫
文
を
多

く
の
日
本
人
が
支
援
し
て
い

る
が
、
特
に
頭
山
満
翁
を
先

花

　田

　
　
　
　勲

児

　玉

　
　和

　久

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長

玄
洋
社
と
強
固
な
絆

孫
文
こ
と
し
生
誕
150
年

孫　文

お
知
ら
せ

　

本
紙
の
文
字
を
拡
大
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ー
書
と
人
物
ー

　

福
岡
市
お
よ
び
宮
若
市
の

記
念
碑
に
残
る
頭
山
満
の
書

を
紹
介
し
ま
す
。石
瀧
著『
玄

洋
社
・
封
印
さ
れ
た
実
像
』

（
海
鳥
社
）
収
録
の
「
玄
洋

社
関
係
史
跡
一
覧
」、
お
よ

び
石
瀧
作
成
「
玄
洋
社
関
係

史
跡
マ
ッ
プ
」（
非
売
品
）

で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
に
洩
れ
た
も
の

も
含
み
ま
す
。

　

福
岡
市
博
多
区
千
代
四
丁

目
、
臨
済
宗
の
横
岳
山
崇
福

寺
は
福
岡
藩
主
黒
田
家
の
菩

提
寺
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

そ
の
墓
地
の
一
画
が
玄
洋
社

墓
地
で
、
奥
に
高
場
乱
（
お

さ
む
）・
頭
山
満
・
来
島
恒

喜
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。

墓
地
の
中
央
に
あ
る
の
が
頭

山
書
「
殺
身
成
仁
（
さ
っ
し

ん
せ
い
じ
ん
）」
の
文
字
を

刻
ん
だ
五
輪
塔
＝
写
真
①
＝

で
す
。
側
面
に
は
「
昭
和
十

一
年
十
月
改
葬　

玄
洋
社
」

と
あ
り
、
社
員
の
墓
を
合
葬

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。「
殺
身
成
仁
」（
身
を
殺

し
て
仁
を
成
す
）
の

出
典
は
論
語
で
す
。

「
身
を
殺
し
て
」
は

自
分
を
犠
牲
に
す

る
、
と
い
う
意
味
で

す
。

　

次
に
「
人
参
畑
塾

趾
」
碑
＝
写
真
②

＝
。
博
多
駅
前
四
丁

目
、
住
吉
通
り
に
面

し
て
、
グ
リ
ー
ン
ビ

ル
の
壁
面
に
沿
っ
て

あ
り
ま
す
。
玄
洋
社
生
み
の

親
と
言
わ
れ
る
高

場
乱
（
女
性
、
眼

科
医
・
漢
学
者
）

の
興
志
塾
（
通
称

・
人
参
畑
塾
）
の

跡
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
松
浦
愚
之

碑
」
＝
写
真
③
＝

は
福
岡
市
南
区
平

和
四
丁
目
、
平
尾

霊
園
の
「
魂
」
の

碑
の
一
画
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
碑
は
、
も

う
三
十
年
以
上
も
前
、

私
が
通
り
が
か
り
に
偶

然
、
福
岡
市
の
民
家
に

放
置
さ
れ
て
い
る
の
を

見
つ
け
、
進
藤
一
馬
さ

ん
に
連
絡
し
ま
し
た

が
、
そ
の
時
は
す
で
に

場
所
を
移
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
現
在

地
に
保
存
さ
れ
た
も
の

で
す
。
松
浦
愚
は
高
場

乱
の
弟
子
で
、
頭
山
満

ら
と
と
も
に
萩
の
乱
連

累
の
嫌
疑
で
捕
ら
え
ら

れ
、
獄
中
に
病
を
得
て

亡
く
な
っ
た
人
で
す
。

惜
し
む
ら
く
は
題
字
の

筆
者
名
が
「
頭
山
書

満
」
と
三
・
四
文
字
目

を
逆
に
彫
っ
て
い
る
こ
と
。

う
か
つ
と
言
え
ば
う
か
つ
で

す
が
、
石
工
と
し
て
は
あ
り

え
な
い
よ
う
な
間
違
い
で

す
。

　
「
殉
難
烈
士　

山
崎
羔
三

郎
（
こ
う
ざ
ぶ
ろ
う
）
君
之

碑
」
＝
写
真
④
＝
は
宮
若
市

に
あ
り
ま
す
（
山
口
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
）。
題

字
は
頭
山
満
、
碑
文
は
田
中

義
一
（
陸
軍
大
将
・
男
爵
・

首
相
）
で
、
意
外
な
組
み
合

わ
せ
と
言
え
ま
す
。
山
崎
羔

三
郎
は
玄
洋
社
員
で
、
明
治

二
十
七
年
、
日
清
戦
争
で
潜

入
偵
察
中
に
清
国
軍
に
捕
ら

え
ら
れ
、
鐘
崎
三
郎
・
藤
崎

秀
と
共
に
処
刑
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
三
人
を
「
三
崎
烈

士
」
と
言
い
ま
す
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 65 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑨

①

③

④

②


